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NTTコミュニケーション科学基礎研究所

オープンハウス×未来想論　2008
  ー 革新と調和をめざすコミュニケーション科学 ー

　ICT分野における昨今の技術革新には目覚しいものがあります．一方で，21世紀に入

り，便利さ，効率性，経済性を主に追求した今までの技術開発から，人にとってもっと暮

らし易く，心安らぐ環境を求める機運が高まってまいりました．これに応えるには，未来

を見据えた長期的なビジョン，革新技術，そしてそれを本質的に支える科学により，人・

自然・社会と調和するバランスのとれた技術開発が必要です．当研究所では，人を取り巻

く賢い環境をめざす環境知能のコンセプトのもと，情報処理，メディア処理，コミュニケー

ション環境，人間科学などの分野における先端研究と，領域を超えたシナジーを実現する

ユニークな研究を展開しています．

　NTTコミュニケーション科学基礎研究所「オープンハウス×未来想論2008」では，私た

ちの最新の研究成果をご覧頂くほか，ホットな話題を取り上げて議論する未来想論のセッ

ションを行います．是非，積極的に所員に働きかけていただければ幸いです．また，京阪

奈までおいでいただけない方にも少しでも味わっていただこうと，今年はインターネット

中継も行います．オープンハウス×未来想論が，点としてのイベントではなく，皆様と一

緒に考え，刺激し合い，新たな展開につながる線となり，面となって広がるきっかけにな

ることを祈念し，所員一同，皆様のご来場に心より感謝申し上げます．

NTTコミュニケーション科学基礎研究所
所長　外村　佳伸

所長あいさつ
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■テーマ展示
　・本研究所の最新の研究成果・研究内容を紹介
　・実際に研究活動を行っている所員による説明
　・はじめて研究に触れられる方でもお楽しみいただける体験型のデモから，専門的な技術説明まで

■未来想論
　・パネルディスカッション形式を主体としたコミュニケーションの未来についての提言
　・ご来場くださいました皆様との意見交換
　・ビジネスに関する話題から，ごく身近な生活に関わる話題まで様々なシーンの未来を探求

はじめに

「オープンハウス×未来想論 2008」専用ホームページ

所長あいさつ・・・・・・・・・・ 1 ページ

会場案内図・テーマ展示一覧・・・ 4 ページ

講演スケジュール・・・・・・・・ 6 ページ

所長講演・・・・・・・・・・・・   7 ページ

未来想論・・・・・・・・・・・・   8 ページ

テーマ展示・・・・・・・・・・・ 13 ページ

目　次

「オープンハウス×未来想論 2008」イベント内容のご紹介

　本イベントの開催告知の手段として使用してきた「オープンハウス×未来想論 2008」専用ホームページを開催当

日（5 月 29 日）より大幅に更新いたします．本日，ご来場くださいました皆様にも，再度，ホームページをご覧い

ただき，有効にご利用いただければ幸いです．

「オープンハウス×未来想論 2008」専用ホームページ

■所長講演・未来想論のストリーミング配信
　・講演の模様をインターネットで同時中継
　・その後もアーカイブデータをストリーミング配信
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※一部の未来想論を除く

■テーマ展示の関連技術の情報公開
　・本イベントで紹介される研究成果・研究内容について掲載
　・動画コンテンツ，論文・技術報告書リストなど，会場では

お伝えしきれない情報を提供

【URL】http://www.kecl.ntt.co.jp/openhouse/2008
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環境知能 －場を魅せるコミュニケーション環境の未来－
　• 時空間同室感環境（t-Room）
　• 会話の時空間足跡（M-room + t-Room) 
　• 実世界セマンティクス環境（s-room）
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場とコミュニケーション

A　

1

-

実世界コミュニケーションシーンを理解する音声映像技術 －会話の流れを分析する音声技術と映像技術の調和－
　• マルチモーダル会話シーン分析
　• 動画像上での高速顔方向追跡
　• 雑音に頑健な音声区間検出　－いつ発話があったかを知る技術－
　• 実世界の音響シーンにおける収録音声からの残響と雑音の除去

A　

2

-

メディアコンテンツを瞬時に特定 －フィンガープリント技術とプロファイリング技術－
　• 投稿コンテンツモニタリング共同実験
　• 複合ソースフィルタモデルによる音響信号の三要素特徴量分解
　• 映像の知覚的重要度の確率モデル
　• 音楽使用区間検出

メディアとコンテンツ

世界中のメディアで調べる、学ぶ、楽しむ
　• 世界メディアブラウザ
　• 逐次追従型音声認識
　• 音声検索：音データを文字で探す
　• 高次元素性に基づく統計翻訳

意味理解に向けた言語資源の構築
　• テキスト含意認識コーパスの構築
　• 「なぜ」に答える質問応答システム
　• こども語辞書
　• NTT乳幼児音声データベースの構築

隠れた関係をあぶり出し可視化するマイニング技術
　• 大規模データ可視化技術
　• 大規模コンテンツ類似探索技術
　• 複数対象トラッキング＋クラスタリング

ゆらぎの積極的な活用 －ランダムな現象を使って情報伝達を向上させる－
　• ゆらぎを活用したセンシング
　• レーザのゆらぎを用いた乱数：物理ランダム性の生成・制御技術

計算科学

脳のメカニズム解明とインタフェースへの応用 －視覚、聴覚、触覚、力覚、運動とそれらのインタラクション－
　• 人間の時間知覚の限界特性
　• 聴覚による空間認知の脳内メカニズム
　• 意識的動作と無意識的動作のインタラクション
　• 牽引力錯覚「ぶるなび」を利用した直感的な歩行ナビ

感覚と運動の科学

量子情報処理 －超高速計算を目指して－
　• 量子回路の自動設計手法
　• 加算を実行する効率的な量子回路

フォーマルメソッドの新潮流 
　• 匿名性・プライバシのフォーマル検証
　• デジタル著作権記述／管理をロジカルに
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所長講演講演スケジュール

　ICT 分野においては，これまでブロードバンド，ユビキタスといった掛け声のもと，ま

さに加速度的な勢いで技術が進歩し続けてきました．今や，世界規模で情報が駆け巡り，

Web 上の情報であれば瞬時に検索ができるようになりました．また携帯電話に関しては，

モバイル情報機器として考えつくあらゆる機能が実現されています．今後の技術開発はど

こに向かうのでしょうか．

　大きな方向性としてあるのは，人間や環境を重視し，持続可能な社会をめざした技術開

発です．これに対して NTT コミュニケーション科学基礎研究所では，人間科学や社会科

学を踏まえた環境的視野の中で考える研究開発コンセプト「環境知能」を提唱し，具体的に

は専門的な要素技術を融合し，未来のコミュニケーション環境の創造をめざす研究を推進

してきました．

　今回は，これまでの研究を通じて見出しつつある新しい課題や可能性をふまえて，これ

から必要となる新たなコンピューティングを提案します．環境知能の実現には，さまざま

な場面における多様な要素が複雑に関係し合うダイナミックな世界を扱える基本技術が必

要です．具体的には，各種の場面においてさまざまな情況を常にセンスし（感），一連の流

れの中で，ダイナミックに状態を把握・分析し，どのような状態であるかを学習に基づき

確率的に類推する情況コンピューティングと，さらにその処理と呼応して，言語処理を中

心に様々な知識を駆使し（知），情況に応じた賢い処理ができる知識コンピューティングで

す．さらに，人のＱＯＬ（Quality of Life）を高めるために欠かせない人間・社会情報科学

の研究に基づく知見も合わせ，人の心に快・驚・愉を生みだす環境の実現をめざして（心），

研究を進めています．

NTTコミュニケーション科学基礎研究所
所長　外村　佳伸

<プロフィール>
NTTコミュニケーション科学基礎研究所所長．1981年京都大学大学院修士課程修
了．同年日本電信電話公社（現NTT）入社．以来，主に画像・映像を中心とした情報
処理，インタラクティブ・インタフェース，ブロードバンドコンテンツサービスに関する
研究開発に従事．1987 〜 1988年米国MITメディア研究所客員研究員．2006年より
現職．博士（情報学）．

感・知・心で極めるコミュニケーションの未来5 月 29 日（木）

● 所長講演　13:00 〜 13:40

「感・知・心で極めるコミュニケーションの未来」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P7
　　外村　佳伸　（NTT コミュニケーション科学基礎研究所所長）

● 未来想論（来場者との交流セッション）　　14:00 〜 15:30

「人から考えるコミュニケーション環境」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P8
　　塩瀬　隆之　（京都大学大学院情報学研究科助教）
　　野島　久雄　（成城大学社会イノベーション学部教授）
　　外村　佳伸　（NTT コミュニケーション科学基礎研究所所長）

5 月 30 日（金）

● 未来想論（来場者との交流セッション）　10:30 〜 11:45

「育児のみらい　ーメディアや科学技術ができることー」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P9
　　開　　一夫　（東京大学大学院情報学環准教授）
　　堤　　桂子　（株式会社 NHK エデュケーショナル）
　　中野　　誠　（NTT レゾナント株式会社）
　　河田　博昭　（NTT サイバーソリューション研究所）
　　永田　昌明　（協創情報研究部）
　　小林　哲生　（協創情報研究部）

● 未来想論（来場者との交流セッション）　13:00 〜 14:30

「コミュニケーションを理解する　ー分析手法、技術、未来へのビジョンー」 ・・・・・・・・ P10
　　高梨　克也　（京都大学学術情報メディアセンター特定助教）
　　坊農　真弓　（日本学術振興会特別研究員／京都大学大学院情報学研究科）
　　大塚　和弘　（メディア情報研究部）
　　松田　昌史　（協創情報研究部）
　　柏野　牧夫　（人間情報研究部）
　　石塚健太郎　（メディア情報研究部）

● 未来想論（来場者との交流セッション）　15:00 〜 16:30

「マイニング×マーケティング　ー研究が孵化するためには何が必要か？ー」 ・・・・・・・・ P11
　　水野　　誠　（筑波大学大学院システム情報工学研究科准教授）
　　森　　正弥　（楽天株式会社楽天技術研究所研究所代表）
　　山崎　徳之　（株式会社ゼロスタートコミュニケーションズ代表取締役社長）
　　本橋　　健　（NTT 情報流通プラットフォーム研究所）
　　川前　徳章　（協創情報研究部）
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未来想論
（来場者との交流セッション）
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未来想論
（来場者との交流セッション）

　技術の価値は，結局人にとってどういう意味を持つかにかかっています．そこで，このセッションでは，人に伝わ

るとは何なのか，人が見聞きする情報の意味は何なのか，といった観点で，コミュニケーション環境デザインに関わ

る議論を展開します．パネリストには，まさに「伝わるとは何か」を主題に様々な研究活動を展開されている塩瀬氏，

「思い出工学」や「家の中の認知科学」などで知られる認知科学の専門家の野島氏をお迎えしますので，身近なところか

ら思わず考えさせられる話題にご期待ください．

＜パネリスト> 
塩瀬 隆之（しおせたかゆき）

京都大学大学院 情報学研究科システム科
学専攻 助教，慶應義塾大学SFC研究所 
上席所員（訪問）併任．
師匠と弟子との徒弟制度的関係に着目し
た技能継承コミュニケーション，障害のあ
る人をものづくりプロセスに巻き込むイン

クルーシブデザイン，視覚に障害のある人との言葉でみる美術
鑑賞コミュニケーションなど，異なる視点から「伝わるとはなに
か」について研究する．インターネットや電子メールの使い方を教
わる情報教育と違って，立場や能力，文化の異なる人々が，関
係性のなかで豊かに成長できるような「コンピュータを使わない
情報教育」について講演多数．

人から考えるコミュニケーション環境

＜パネリスト> 
野島 久雄（のじまひさお）

成城大学 社会イノベーション学部心理社
会学科 教授．
東京大学文学部卒業，同大学院教育学
研究科修士課程修了．NTT研究所勤務
を経て，2005年より現職．博士（情報科
学）．専門は認知科学，認知心理学，学

習科学．「思い出」を工学的な枠組みでとらえ直す「思い出工学」
を提唱．著書に「教授・学習過程論　学習科学の展開」（共著，
放送大学教育振興会，2006年），「＜家の中＞を認知科学する
　変わる家族・モノ・学び・技術」（共編著，新曜社，2004年），「IT
と文明　サルからユビキタス社会へ」（共著，NTT出版，2004年）
などがある．

＜オーガナイザ／司会> 
外村 佳伸（とのむらよしのぶ）

NTTコミュニケーション科学基礎研究所 
所長．
1981年京都大学大学院修士課程修了．
同年日本電信電話公社（現NTT）入社．
以来，主に画像・映像を中心とした情報処
理，インタラクティブ・インタフェース，ブロー

ドバンドコンテンツサービスに関する研究開発に従事．1987 〜
1988年米国MITメディア研究所客員研究員．2006年より現
職．博士（情報学）．

　少子高齢化や核家族化が進み，育児不安やストレスが蔓延する世の中で，育児へのサポート，そしてこどもへのケア

は社会的に重要な問題であり，メディアや科学技術が果たす役割は非常に大きいものがあります．こどもを安心して育

てられる環境を目指し，今，私たちに何ができるか，そして将来，どんな形の育児サポートがあるのかを，各方面でご

活躍のパネリストにご登壇いただき，議論します．開氏（東京大）には「赤ちゃん学・脳科学」，堤氏（NHK エデュケ

ーショナル）には「公共放送」，中野氏（NTT レゾナント）には「ウェブサービス」，河田氏（NTT 研究所）には「通信

技術」の観点から簡単に話題提供をいただき，その後パネリスト全員で，育児の現状とその未来について考えます．

＜パネリスト> 
開 一夫（ひらきかずお）

東京大学大学院 情報学環 准教授．
慶応義塾大学大学院理工学研究科博士課
程修了，博士（工学）．専門は，赤ちゃ
ん学，発達認知神経科学，機械学習．著
書に「日曜ピアジェ - 赤ちゃん学のすす
め」（岩波書店, 2006）．監修ソフトに「す

くすく子育てDS 赤ちゃんと遊ぼう！」（マーベラスエンター
テイメント, 2008）．

育児のみらい　−メディアや科学技術ができること−

＜パネリスト> 
堤 桂子（つつみけいこ）

株式会社NHKエデュケーショナル こども
幼児部 エグゼクティブ・プロデューサー．
1986年NHK入局．社会教養番組，NHK
福岡放送局，教育番組センターを経て，
現職．1999年文京区で起きた幼女殺人事
件を受けて制作した「徹底トーク: 子育て

は楽しいですか？」，2004年「赤ちゃんとテレビ: 研究最前線か
らの模索」などの特集番組を制作．現在は「すくすく子育て」を
中心に幼児番組を担当．９歳男児と５歳女児の母．

＜パネリスト> 
中野 誠（なかのまこと）

NTTレゾナント株式会社 ポータル事業本
部 メディア事業部 課長．
1995年NTT入社．ポータル サイトgooに
おけるコンテンツサービスの統括マネー
ジャ．育児支援サイト「gooベビー （http://
baby.goo.ne.jp/）」をはじめ，こども向けサー

ビス「キッズgoo （http://kids.goo.ne.jp/）」，ニュースサービス，
地図サービスなど様々なジャンルを担当．

＜パネリスト> 
河田 博昭（かわたひろあき）

NTTサイバーソリューション研究所 
ヒューマンアプライアンスプロジェクト 
研究員．
北海道大学大学院工学研究科修士課程修
了．NTT入社後，キーボードレスな環境
における遠隔コラボレーション技術に関

する研究開発に従事．現在は，携帯電話とロボットとを活用
した保護者参加型子ども見守りシステム「メルロボ連絡帳」の
研究開発を担当．

＜指定討論者> 
永田 昌明（ながたまさあき）

NTTコミュニケーション科学基礎研究所 
協創情報研究部自然言語研究グループ
リーダ．
京都大学大学院工学研究科修士課程修
了，工学博士．現在，協創情報研究部自
然言語研究グループ　主幹研究員．音声

翻訳，統計的自然言語処理の研究に従事．共著書に「自然言
語処理−基礎と応用−」（電子情報通信学会, 1999），「言語と心
理の統計」（岩波書店, 2003），「単語と辞書」（岩波書店, 2004）．

＜オーガナイザ／司会> 
小林 哲生（こばやしてっせい）

NTTコミュニケーション科学基礎研究所 
協創情報研究部 研究員．
東京大学大学院総合文化研究科博士課
程修了，博士（学術）．専門は，赤ちゃん
心理学．現在，赤ちゃんの言語発達過程
を解析表示する「こども語辞書」をgooラ

ボで公開中．著書に「モバイル社会の現状と行方」（NTT出版, 
2007），監修書に「いないいないばぁっ！こんにちは，トマトちゃ
ん！」（講談社, 2007）．
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未来想論
（来場者との交流セッション）

　デジタル端末の高機能化と Web が普遍的なインフラとして浸透したことで，一般ユーザが情報やコンテンツを発信

する機会とその量が増えてきました．このような環境に於いて，「重要かつ貴重な知識」の獲得を目指すテキストマイニ

ングやデータマイニングだけでなく，「重要かつ貴重な関係」の獲得を目指す関係性マイニングが必要と考えられます．

今回はそれら関係性マイニングについてマーケティング及び知識・学習処理の分野から研究成果の発表を行い，その発

展とビジネスへの可能性について皆様と一緒に考えていきたいと思います．

＜講演者／パネリスト> 
水野 誠（みずのまこと）

■講演題目
「購買履歴データから消費者間影響関係
を探る」

筑波大学大学院 システム情報工学研究科 
准教授．

1980年筑波大学社会学類卒，同年　株式会社博報堂入社．同
社マーケティング局，研究開発局での勤務を経て2003年より筑
波大学で教育と研究に従事．同年，東京大学大学院経済学研
究科より博士（経済学）取得．専門分野はマーケティング・サイエ
ンスと消費者行動モデリング．主な研究対象は，消費者間相互
作用と選好形成に関する計量分析とエージェントベース・シミュレ
ーション．最近は技術ベースのブランド・マネジメント，サービス・
イノベーション等のプロジェクトにも参画している．日本マーケテ
ィング・サイエンス学会，INFORMSなど内外の学会に所属．

マイニング×マーケティング　−研究が孵化するためには何が必要か？−

＜講演者／パネリスト> 
森 正弥（もりまさや）

■講演題目
「サード・リアリティ時代の巨大知に対して 
〜 スーパー DBとデータマイニング」

楽天株式会社 楽天技術研究所 研究所
代表．

1998年慶應義塾大学 経済学部卒，同年 アクセンチュア株式会
社入社．同社 マネージャとしての勤務を経て2006年楽天株式
会社へ転職し，現在，楽天株式会社 楽天技術研究所 研究所
代表．前職における先端技術研究所展開に関する経験を活か
し，技術研究所の立上げ・マネジメントを行っている．現在は，
未来ビジョン「サード・リアリティ」の策定と，電気通信大学とマ
ルチメディア解析に関する一連の共同研究，慶應義塾大学との
データ分析の共同研究，Ruby開発者まつもとゆきひろ氏との共
同研究も担当している．情報処理学会会員．データベース研究会 
運営委員．IPA OSSユーザ懇談会委員．

＜講演者／パネリスト> 
山崎 徳之（やまざきのりゆき）

■講演題目
「Derive implicit data from explicit 
data on social graph」

株式会社ゼロスタートコミュニケーションズ 
代表取締役社長．

1995年デジタルテクノロジー株式会社入社．株式会社アスキ
ー，ソニーコミュニケーションネットワーク株式会社，株式会社
オン・ザ・エッヂ（現株式会社ライブドア）同取締役就任の後，米
国にてRedSIP Inc.創業CEO就任，プラネックスコミュニケー
ションズ株式会社取締役副社長就任，株式会社ライブドア代
表取締役就任を経て2006年株式会社ゼロスタートコミュニケー
ションズ創業．現在代表取締役社長．レコメンドエンジン「zero-
zone」の研究開発，Social Graph分野における調査研究などに
従事．

＜パネリスト> 
本橋 健（もとはしたけし）

NTT情報流通プラットフォーム研究所 企
画担当 主任研究員．
1994年東 京大 学大 学院 工学系研究科
修了後，同年 NTT入社．研究所にて，
インターネットアプリケーションサービス
の 研 究 開 発 運 用に従 事．2000年から

協調フィルタリングをベースにしたレコメンデーションエンジン
「AwarenessNet」の開発に従事，また，履歴分析のべき乗分布
に関する研究にも取り組む．2004年米国MITスローン経営大
学院修了（MOT）．その後，NTTにて研究開発マネジメントに
従事するかたわら，技術経営（MOT）に関する講師や委員等を
行っている．主なものにH18年度経済産業省MOT研修 講師，
MOT評価・認定制度検討委員会 委員，奈良先端科学技術大学
院大学技術経営セミナー 講師等．情報処理学会 会員．

＜オーガナイザ／司会> 
川前 徳章（かわまえのりあき）

NTTコミュニケーション科学基礎研究所 
協創情報研究部 研究員．
2002年NTT入社．研究所にて統計的機
械学習に基づいたパーソナライズ技術に
関する研究を行う．電子情報通信学会会
員．

　人と人とが会話や会議などのコミュニケーションを行う際には，その場にいる参加者の振る舞いが互いに影響しあっ

て，会話の流れや話題がダイナミックに変化していきます．このとき会話の参加者は，音声などに含まれる言語的な情

報だけでなく，視線・相槌・身振り手振り・声の調子などの言語以外の情報を通じて他の参加者に働きかけています．

また，その場における話題への興味・理解や他の参加者に対する親密感などの心的状態によっても，参加者の行動は変

化します．

　このようなコミュニケーションを分析し理解するために，一体どのような情報を捉えればよいでしょうか？そして，

そのためにはどのような技術があればよいでしょうか？

　この未来想論では，まず，これまでの知見・技術について，最新の研究動向も含め，さまざまな観点に立ってこの問

題に取り組んでいるパネリストによる講演を行います．その後，これからの科学研究／技術開発について，パネルディ

スカッションを通じて皆様と共に議論を深めていきたいと思っております．

　なお，本テーマに関連した展示を行っております（実世界コミュニケーションシーンを理解する音声映像技術―会話

の流れを分析する音声技術と映像技術の調和－（19 ページに記載））．

コミュニケーションを理解する　−分析手法、技術、未来へのビジョン−

＜パネリスト> 
高梨 克也（たかなしかつや）

京都大学 学術情報メディアセンター 特定
助教． 
2000年京都大 学 博士課 程単位取得退
学．専門はコミュニケーション科学．コミュ
ニケーションの組織化を支える認知的・社
会的プロセスの解明に従事． 2002年人工

知能学会研究奨励賞（言語・音声理解と対話処理研究会 SIG-
SLUD-A103-12），2003年 Runner-up of Best Paper Award 

（2nd International Joint Conference on Autonomous Agents 
and Multi-agent Systems） 受賞．人工知能学会誌連載チュート
リアル「多人数インタラクションの分析手法」（2007年 9月〜）共同
企画者．

＜パネリスト> 
坊農 真弓（ぼうのうまゆみ）

日本学術振興会特別研究員／京都大学
大学院情報学研究科． 
2005年神戸大学博士．専門は言語学．
人と人との間で交わされる言葉やジェスチ
ャーを用いたインタラクションの研究に従
事．著書に「日本語会話における言語･非

言語表現の動的構造に関する研究」（2008年ひつじ書房）ほか． 
2005年人工知能学会研究会優秀賞（言語・音声理解と対話処
理研究会 SIG-SLUD-A410-05），2006年社会言語科学会徳
川宗賢賞萌芽賞受賞．人工知能学会誌連載チュートリアル「多
人数インタラクションの分析手法」（2007年 9月〜）共同企画者．

＜パネリスト> 
大塚 和弘（おおつかかずひろ）

NTTコミュニケーション科学基礎研究所 
メディア情報研究部 主任研究員． 
2007年名古屋大学博士．専門は情報科
学．マルチモーダルインタフェース，コン
ピュータビジョン，会話シーン分析の研究
に従事． 2007年 ACM 9th International 

Conference on Multimodal Interfaces Outstanding Paper 
Award他受賞．

＜パネリスト> 
松田 昌史（まつだまさふみ）

NTTコミュニケーション科学基礎研究所 
協創情報研究部 研究員． 
2004年北海道大学博士．専門は社会心
理学．対人関係における信頼， CSCW シ
ステムにおける集団行動に関する研究に従
事．2002年日本心理学会優秀論文賞，

2007年電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーション賞受賞．

＜ディスカッサント> 
柏野 牧夫（かしのまきお）

NTTコミュニケーション科学基礎研究所 
人間情報研究部感覚運動研究グループ
リーダ． 
2000年東京大学博士．専門は認知脳科
学．聴覚や音声コミュニケーションの脳内
メカニズムの研究に従事．著書に「脳科

学大事典」（2000年朝倉書店，共著）ほか．科学技術振興機構 
ERATO 下條潜在脳機能プロジェクト・グループリーダ，および東
京工業大学大学院総合理工学研究科・連携教授を兼務．

＜オーガナイザ／司会> 
石塚 健太郎（いしづかけんたろう）

NTTコミュニケーション科学基礎研究所 
メディア情報研究部 研究主任． 
2000年京都大学修士課程修了．専門は
情報学．音声固有の音響特徴に着目した
音声信号処理技術や自動音声認識技術な
ど，音声情報処理の研究に従事．2007年

日本音響学会粟屋潔学術奨励賞受賞．
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「場とコミュニケーション」ゾーン
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テーマ展示

「計算科学」ゾーン



 Peter Davis
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http://www.kecl.ntt.co.jp/openhouse/2008/quantum/index.html
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テーマ展示

「計算科学」ゾーン
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テーマ展示

「計算科学」ゾーン
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http://www.kecl.ntt.co.jp/openhouse/2008/brain/index.html
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テーマ展示

「感覚と運動の科学」ゾーン
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